
一般会計予算の目的別内訳（歳出）

（ 歳 出 ）

比    較 (C)/(B)

当初予算額（A） 構成比 当初予算額（B） 構成比 (A)-(B)=（C） ×100

1 議 会 費 168,664 1.9 170,716 1.9 △ 2,052 △ 1.2

2 総 務 費 1,170,056 13.3 1,082,930 12.1 87,126 8.0

3 民 生 費 2,480,324 28.2 2,511,171 28.0 △ 30,847 △ 1.2

4 衛 生 費 1,091,430 12.4 1,037,036 11.6 54,394 5.2

5 農 林 水 産 業 費 152,809 1.8 152,821 1.7 △ 12 △ 0.0

6 商 工 費 67,722 0.8 53,599 0.6 14,123 26.3

7 土 木 費 926,621 10.6 1,026,313 11.5 △ 99,692 △ 9.7

8 消 防 費 511,242 5.8 518,429 5.8 △ 7,187 △ 1.4

9 教 育 費 1,380,578 15.7 1,532,952 17.1 △ 152,374 △ 9.9

10 災 害 復 旧 費 2 0.0 2 0.0 0 0.0

11 公 債 費 818,352 9.3 851,531 9.5 △ 33,179 △ 3.9

12 諸 支 出 金 12,200 0.1 12,500 0.1 △ 300 △ 2.4

13 予 備 費 10,000 0.1 10,000 0.1 0 0.0

8,790,000 100.0 8,960,000 100.0 △ 170,000 △ 1.9

（単位：千円，％）

平成24年度平成25年度

合　　　　計

区 　　　　   分

総務費は、防犯灯のLED化や参議院選挙などの実施により８．０％の増加、衛生費は、制度改正

による予防接種経費の増加や養育医療制度の実施により５．２％の増加、商工費は、緊急雇用創出

事業の拡充により２６．３％増加しています。
教育費は、小学校統廃合に伴う通学路整備や多田銀銅山悠久広場整備事業が完了したことなどか

ら９．９％の減少、土木費は、トンガリ橋改修や河川の護岸整備工事の終了などにより９．７％の
減少、公債費は、地方債の抑制などにより３．９％減少しています。
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一般会計（歳出）目的別比較グラフ
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